
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  債務超過でも相続税がかかる!?               

Ｑ：財産より債務のほうが多い場合でも、

相続税がかかる場合があると聞きました。ど

んな場合なのですか？                                   

                                             

Ａ：分割の仕方によってはありえます。 

【解説】 

相続税額の計算は、相続又は遺贈により財

産を取得した者ごとに、その者が取得した財

産の価額の合計額から被相続人の債務及び葬

式費用のうちその者の負担に属する部分の金

額を控除して課税価格を計算し、その各人の

課税価格の合計額を求め、そこから基礎控除

額を差し引いて課税遺産総額を計算すること

となっています。 

決して、相続財産の総額から債務及び葬式

費用の合計額を差し引いて課税価格の合計額

を求めるのではありませんのでこの点に注意

が必要です。 

あくまで債務控除できる金額は、債務及び

葬式費用のうちその者の負担に属する部分の

金額ですので、相続人の一人が債務を多く引

き受けて課税価格がマイナスになったとして

もそのマイナス分は他の相続人から引くとい

うことはできないということになっています

ので、例えば次のような場合は、財産の額か

らすれば相続税はかかりませんが、分割の仕

方によっては相続税がかかる場合もあります。 

 (例) 

  ・財産の内訳(自宅１億円、預金５千万円) 

  ・債務１億５千万円 

 ・相続人 子２人(基礎控除4,200万円) 

  ・遺産分割(長男：自宅と債務、次男：預金) 
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